
 

全学内部質保証委員会検証における意見への対応 

 

部局等：保健管理センター 

 

評価結果における意見等 

（※問題点や改善を要する事項、改善が望まれる事項等） 
対応状況 

文京キャンパスの学生定期健康診断

受検率が低めで推移している点につい

ては、改善に向けた取り組み策が必要

と考えられる。 

定期健康診断の受検率を上げるため，検診日の設

定や学生の割り振り等の見直しを行い，未受検の学

生が再度受検できる日を設けるなど，種々改善を行

った結果，文京キャンパスにおける学生の受検率が

以下のとおり上昇した。 

  学部生  R6：71.4％ → R7：79.3％ 

  大学院生 R6：65.0％ → R7：80.8％ 

来年度に向け，さらに受検率が上昇するよう検討

を重ねていく。 

松岡キャンパスにおける、常駐医師

の配置は不要と考えられるが、必要性

の観点から今後も継続して検討する。 

毎年度発行する年報のデータ等から，松岡キャン

パス保健センターの利用状況・対応事例等を分析

し，常駐医師が必要かどうかの検討を継続して進め

ていく。 

文京キャンパス「保健管理センター」

の２階への移動や入り口スロープの改

善などが必要と考えられる。 

キャンパスマスタープランでは，老朽化の著しい

建物の３番目にあげられているが，財源の確保が困

難な現在，エレベーター設置やスロープ改修を実現

するのは難しいため，障害を持つ学生への対応は１

階を利用，スロープへの積雪には職員が除雪する等

により対応している。 

これらの対応により，現在，大きな支障は出ていな

いが，引き続き再整備のための予算措置を要望して

いく。 
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